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田村静大名誉教授

森
の
石
松
は
ど
の
よ
う
に
創
ら
れ
た
か

ｌ
講
釈
師
見
て
き
た
よ
う
潅
嘘
を
つ
き
Ｉ
謹
黒
貞
雄

本
稿
は
六
月
十
一
日
の
知
る
会
総
会
で
の
記
念
講
演
「
森
の
石
松
の
創
作
」
を
ベ
ー
ス
に

田
村
先
生
が
特
別
に
書
き
お
ろ
さ
れ
た
も
の
。
参
考
文
献
に
も
注
目
さ
れ
た
い
。

次
郎
長
物
の
最
初
は
、
次
郎
長
の
養
子
だ
っ
た
山
本
五
一
あ
っ
た
。

郎
（
の
ち
天
田
愚
庵
）
が
、
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
）
一
明
治
時
代
に
は
、
初
代
玉
川
勝
太
郎
が
次
郎
長
物
を
演

に
書
い
た
『
東
海
遊
侠
伝
』
で
あ
る
。

一
じ
て
い
た
。
松
廼
家
京
伝
（
初
名
清
竜
の
ち
太
琉
）
は
次

こ
こ
に
「
三
州
の
石
松
」
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
、
一
郎
長
と
交
流
が
あ
り
、
次
郎
長
の
伝
記
を
編
纂
し
た
が
大

こ
れ
は
実
在
の
人
物
で
、
愛
知
県
新
城
市
の
出
身
で
、
墓
一
成
せ
ず
、
三
代
目
神
田
伯
山
に
原
稿
を
贈
呈
し
た
と
い
う
。

も
同
所
に
あ
る
。
こ
の
「
三
州
の
石
松
」
を
、
遠
州
森
町
一
そ
の
一
一
一
代
目
伯
山
は
明
治
末
期
か
ら
次
郎
長
伝
で
人
気
を

で
一
育
っ
た
「
森
の
石
松
」
と
い
う
人
物
に
創
り
替
え
た
の
一
博
し
、
「
次
郎
長
伯
山
」
と
い
わ
れ
た
。

が
大
正
時
代
で
、
こ
れ
は
浪
曲
師
と
小
説
家
の
合
作
で
一
『
東
海
遊
侠
伝
」
で
は
、
三
河
の
石
松
は
次
郎
長
に
金
毘

（
写
真
は
静
岡
新
聞
平
成
一
一
十
一
一
年
六
月
十
三
日
）
一
羅
代
参
を
依
頼
さ
れ
、
帰
り
に
近
江
の
見
受
山
鎌
太
郎
を

訪
ね
て
い
る
。

当
時
、
人
気
を
博
し
て
い
た
上
方
落
語
「
東
の
旅
」
で

は
、
伊
勢
参
り
に
出
か
け
た
喜
六
と
清
八
が
、
京
都
伏
見

か
ら
淀
川
を
三
十
石
船
で
大
坂
八
軒
家
に
戻
る
筋
書
き
で

あ
る
。三

代
目
伯
山
は
、
石
松
を
こ
の
三
十
石
船
に
乗
せ
た
話

を
作
り
、
乗
る
時
に
大
坂
脂
を
買
っ
た
こ
と
に
し
た
。
こ

れ
で
フ
ァ
ン
が
関
西
に
も
広
が
っ
た
。
石
松
は
「
生
ま
れ

つ
い
て
の
左
の
一
眼
」
と
さ
れ
て
い
た
。

－１－
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太
田
川
を
挟
ん
で
森
町
に
隣
接
す
る
飯
田
の
出
身
の
小

説
家
村
松
梢
風
も
石
松
の
話
を
い
く
つ
も
書
い
た
。
三
河

の
石
松
を
「
森
の
石
松
」
と
命
名
、
森
町
で
育
ち
、
森
の

五
郎
の
子
分
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
創
っ
た
の
は
三
代
目

伯
山
と
村
松
梢
風
で
あ
る
。
た
だ
梢
風
は
、
石
松
は
喧
嘩

で
「
左
の
眼
を
僕
た
れ
、
眼
玉
が
三
寸
程
飛
び
出
し
」
た

と
し
た
。
こ
の
部
分
は
次
郎
長
の
別
の
子
分
豚
松
が
モ
デ

ル
の
よ
う
で
あ
る
。
ほ
か
に
一
寸
借
松
（
ち
よ
ん
が
り
ま

つ
）
、
森
ノ
新
虎
な
ど
も
い
る
が
、
森
の
石
松
は
こ
れ
ら
の

人
物
か
ら
合
成
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
初
期
に
人
気
を
博
し
た
の
は
、
二
代
目
玉
川
勝
太

郎
で
、
ラ
ジ
オ
で
も
人
気
者
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
登
場
す
る
の
が
、
二
代
目
匿
津
虎
造
で
あ
る
。

虎
造
は
神
田
ろ
山
（
講
釈
師
）
、
司
馬
龍
生
（
落
語
家
）

と
地
方
巡
業
を
し
な
が
ら
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
。
一
九

三
○
年
（
昭
和
五
）
こ
ろ
、
青
函
連
絡
船
の
な
か
で
旅
の

一
座
と
同
船
し
た
が
、
座
長
が
失
態
を
演
じ
た
若
い
座
員

を
「
て
め
ぇ
み
た
い
な
馬
鹿
あ
れ
え
や
。
て
め
え
の
馬
鹿

は
、
死
な
な
き
ゃ
な
お
ら
ね
え
」
と
叱
っ
た
。

そ
こ
で
虎
造
が
一
升
瓶
を
持
っ
て
近
づ
き
、
座
長
と
酒

を
汲
み
交
わ
し
た
。
虎
造
「
お
言
葉
の
様
子
で
す
と
、
東

京
の
お
方
で
す
な
」
、
座
長
「
江
戸
っ
子
で
す
よ
」
、
虎
造

「
お
生
ま
れ
は
」
座
長
「
神
田
の
生
れ
よ
」
、
虎
造
「
そ

う
で
す
か
、
あ
っ
し
は
芝
の
生
ま
れ
で
す
」
。
そ
こ
で
虎

造
は
乗
船
す
る
と
き
に
買
っ
た
大
坂
の
押
し
寿
司
を
、
座

員
た
ち
に
差
し
出
し
た
。

こ
の
や
り
取
り
を
同
船
し
て
い
た
ろ
山
、
龍
生
と
相
談

し
て
、
「
森
の
石
松
三
十
石
道
中
」
の
な
か
で
生
か
し
た
。

こ
れ
で
関
西
に
も
東
京
方
面
に
も
強
い
人
気
が
生
ま
れ
た
。

こ
れ
は
吉
川
潮
「
江
戸
っ
子
だ
っ
て
ね
え
浪
曲
師
広
沢

『

是

次郎長翁を知る会
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要
す
る
に
「
森
の
石
松
」
は
、
三
河
の
石
松
ら
を
も
と

に
、
浪
曲
師
と
作
家
が
次
々
に
物
語
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
架

空
の
人
物
で
あ
っ
た
。

虎
造
一
代
」
（
日
本
放
送
出
版
協
会
一
九
九
八
年
）
に

よ
る
。二

俣
線
開
通
と
森
町
Ｉ
掛
川
豊
橋
間
の
二
俣
線
開
通
の

前
年
の
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
四
月
九
日
と
十
日
、
周

智
郡
森
町
で
、
虎
造
と
ろ
山
が
公
演
し
た
。
そ
の
時
「
旅

行
け
ば
花
橘
に
茶
の
香
り
、
遠
州
森
町
よ
い
茶
の
出
ど
こ
、

娘
や
り
た
や
お
茶
摘
み
に
」
の
外
題
付
け
を
作
っ
た
。
こ

れ
に
は
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
作
成
の
森
町
の
お
茶
問

屋
島
房
太
郎
の
歌
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
「
流
れ
も
清
き
太
田
川
」
「
遠
州
森
町
良
い

茶
の
出
ど
こ
娘
や
り
た
や
お
茶
摘
み
に
こ
こ
は
名
代

の
火
伏
せ
神
秋
葉
神
社
の
参
道
に
産
声
上
げ
し
快
男

児
」
と
い
う
名
調
子
が
生
ま
れ
た
。

た
だ
し
間
違
い
が
二
つ
あ
る
。
秋
葉
神
社
は
明
治
維
新

後
の
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
の
創
立
。
近
世
は
秋
葉
三

尺
坊
大
権
現
で
あ
る
。

ま
た
森
の
茶
が
有
名
に
な
る
の
は
、
維
新
後
太
平
洋
に

汽
船
が
運
航
し
は
じ
め
て
か
ら
で
、
三
河
の
石
松
は
開
国

し
た
一
八
六
○
年
（
万
延
元
）
に
間
魔
堂
で
す
で
に
殺
さ

れ
て
い
る
。

そ
し
て
石
松
の
墓
が
翌
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
）
森
町

内
の
大
洞
院
に
つ
く
ら
れ
た
。
た
だ
し
三
河
の
石
松
の
墓

は
愛
知
県
新
城
市
に
あ
る
。

一
九
三
五
年
（
昭
和
十
）
こ
ろ
か
ら
浪
曲
は
ラ
ジ
オ
で

放
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
だ
「
石
松
代
参
」
は
二

代
目
玉
川
勝
太
郎
の
独
占
で
あ
っ
た
。
虎
造
は
同
年
四
月

十
日
大
阪
放
送
局
か
ら
「
森
の
石
松
」
を
放
送
し
て
い
る

が
、
虎
造
の
「
石
松
三
十
石
船
」
が
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ

る
の
は
、
一
九
四
三
年
（
昭
和
十
八
）
三
月
七
日
が
は
じ

め
て
。
五
月
の
レ
コ
ー
ド
発
売
で
一
挙
に
全
国
に
広
ま
っ
た
。

《
参
考
文
献
》

①
山
本
五
郎
（
鉄
眉
）
（
天
田
愚
庵
）
「
東
海
遊
侠
伝
一

名
次
郎
長
物
語
」
（
輿
論
社
一
八
八
四
年
全
一
八
○

ペ
ー
ジ
）

高
橋
敏
『
清
水
次
郎
長
と
幕
末
維
新
「
東
海
遊
侠
伝
」

の
世
界
」
（
岩
波
書
店
二
○
○
三
年
）
に
全
文
掲
載

②
京
山
小
円
口
演
・
井
下
士
青
速
記
『
清
水
次
郎
長
大
政

小
政
・
鬼
面
山
谷
五
郎
」
（
大
阪
・
岡
本
偉
業
館
、
年
不

明
、
一
四
四
ペ
ー
ジ
以
下
欠
如
）

③
中
島
儀
市
『
明
治
水
瀞
伝
清
水
次
郎
長
の
伝
』
（
序
“

一
筆
庵
可
候
）
（
一
八
八
六
年
、
一
六
○
ペ
ー
ジ
、
八
五

ペ
ー
ジ
）

④
「
明
治
水
瀞
伝
“
清
水
次
郎
長
」
（
一
筆
庵
可
候
序
）

（
日
吉
堂
一
八
八
九
年
、
一
八
三
ペ
ー
ジ
）

⑤
『
近
世
侠
客
水
涛
伝
』
清
水
次
郎
長
明
治
水
瀞
伝
（
一

筆
庵
可
候
序
）
明
治
侠
客
伝
浜
の
松
風
（
梅
亭
金
鴬
序
）

落
花
清
風
慶
応
水
耕
伝
（
柳
亭
種
彦
）
（
日
吉
堂
一
八

九
○
年
）

⑥
一
流
斎
文
雅
講
演
・
酒
井
楽
一
速
記
「
侠
客
清
水
次
郎

長
』
（
文
事
堂
一
九
○
○
年
、
一
八
六
ペ
ー
ジ
）

⑦
今
村
信
雄
・
神
田
伯
山
講
演
「
清
水
次
郎
長
』
武
侠
社

長
編
講
談
第
一
巻
（
武
侠
社
一
九
二
四
年
、
三
二
○

ペ
ー
ジ
）

⑧
神
田
伯
山
口
演
『
清
水
次
郎
長
」
第
一
巻
（
大
阪
・
盛

文
館
一
九
二
五
年
）
第
二
巻
・
第
三
巻
（
改
善
社
一

九
二
五
年
）

⑨
神
田
伯
山
口
演
『
清
水
次
郎
長
」
（
改
善
社
一
九
二

五
年
、
三
八
○
ペ
ー
ジ
）

⑩
『
定
本
講
談
名
作
全
集
」
第
五
巻
（
講
談
社
一
九
三

一
年
）

鼠
小
僧
治
郎
吉
鼠
形
変
の
巻
・
刻
印
金
の
巻
・
橋
艶
悲

愁
の
巻
（
神
田
伯
治
）
、
清
水
二
郎
長
名
物
男
売
出
し
の

巻
・
裸
体
道
中
の
巻
・
血
煙
荒
神
山
の
巻
（
神
田
伯
山
）
、

快
男
子
城
山
落
城
訣
別
の
巻
・
大
鵬
雄
図
飛
翻
の
巻
・

新
日
本
仁
礼
港
の
巻
（
一
竜
斎
貞
鳳
）
、
短
・
中
編
読
み

切
り
毛
谷
村
六
助
（
一
竜
斎
貞
鳳
）
、
佐
倉
宗
五
郎
（
桃

川
燕
友
）
、
編
末
解
説
（
宝
井
馬
琴
、
一
竜
斎
貞
鳳
）

⑪
村
松
梢
風
『
清
水
次
郎
長
」
（
創
作
講
談
５
成
象
堂

一
九
二
五
年
、
一
八
二
ペ
ー
ジ
）

⑫
村
松
梢
風
『
正
伝
清
水
の
次
郎
長
」
（
騒
人
社
一
九

二
七
年
）
、
『
現
代
大
衆
文
学
全
集
」
拠
巻
「
村
松
梢
風
集
」

（
平
凡
社
一
九
二
八
年
）
所
収

－２－

次
郎
長
の
墓
参
を
す
る
広
沢
虎
造
。
昭
和
二
十
五
年
頃
。

右
側
は
小
塚
明
男
、
若
山
セ
ツ
子
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⑬
河
村
繁
俊
編
「
近
世
実
録
全
書
」
第
十
九
巻
（
明
治
編

纂
の
実
録
三
）
清
水
次
郎
長
四
千
両
事
件
雲
井
竜

雄
（
秋
亭
実
）
島
田
一
郎
（
岡
本
起
泉
）
江
崎
五
郎
実
伝

記
小
狐
礼
三
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
一
九
一
一
九
年
）

⑭
静
岡
県
現
勢
誌
５
『
侠
客
気
質
と
日
本
精
神
清
水
の

次
郎
長
』
（
静
岡
県
現
勢
誌
編
纂
所
一
九
三
四
年
）

⑮
相
川
直
弘
編
『
日
本
一
首
継
親
分
安
東
文
吉
伝
史
料
集
』

上
下
（
一
九
四
○
年
）

⑯
相
川
春
吉
編
「
安
東
文
吉
基
本
史
料
１
』
静
岡
郷
土
研

究
会
賎
機
叢
書
一
九
五
八
年
）
（
葵
叢
書
刊
行
会
・

太
田
書
店
一
九
七
七
年
）

⑰
佐
野
孝
『
講
談
五
百
年
」
（
鶴
書
房
一
九
四
三
年
）

⑱
正
岡
容
『
雲
右
衛
門
以
後
」
（
文
林
堂
双
魚
房
一
九

四
四
年
）

⑲
村
松
梢
風
「
森
之
石
松
』
（
森
町
商
工
会
一
九
五
三

年
一
五
ペ
ー
ジ
）

⑳
戸
羽
山
潮
「
清
水
の
次
郎
長
』
（
歴
史
新
書
鱒
書
房

⑰
安
斎
竹
夫
「
浪
曲
事
典
」
（
日
本
情
報
セ
ン
タ
ー
一
一
一
九
八
九
年
）

九
七
五
年
）
一
⑳
芝
清
之
編
「
新
聞
に
見
る
浪
花
節
変
遷
史
明
治
編
」

⑱
田
岡
一
雄
『
山
口
組
三
代
目
田
岡
一
雄
自
伝
」
（
徳
一
（
月
刊
浪
曲
編
集
部
一
九
九
七
年
四
月
）

間
書
房
一
九
七
六
年
）

一
⑰
芝
清
之
編
『
新
聞
に
見
る
浪
花
節
変
遷
史
大
正
編
』

⑳
「
大
衆
芸
能
資
料
集
成
」
第
六
巻
「
寄
席
芸
」
（
一
一
一
一
一
（
月
刊
浪
曲
編
集
部
一
九
九
七
年
六
月
）

書
房
一
九
八
○
年
）

一
⑳
吉
川
潮
『
江
戸
っ
子
だ
っ
て
ね
え
浪
曲
師
広
沢
虎
造

⑳
今
川
徳
一
二
東
海
遊
侠
伝
ｌ
次
郎
長
一
代
記
』
（
教
一
一
代
」
（
日
本
放
送
出
版
協
会
一
九
九
八
年
十
月
）
（
新

育
社
一
九
八
二
年
九
月
）
一
潮
文
庫
一
一
○
○
二
年
）

⑪
芝
清
之
編
『
東
西
浪
曲
大
名
鑑
」
（
東
京
か
わ
ら
版
一
⑲
大
西
信
行
編
・
正
岡
容
著
「
定
本
日
本
浪
曲
史
」
（
岩

一
九
八
一
一
年
）

一
波
書
店
二
○
○
九
年
）

⑳
芝
清
之
編
「
浪
花
節
東
京
市
内
・
寄
席
名
及
び
出
演
一
芦
川
淳
平
大
西
信
行
編
「
浪
曲
史
年
表
」

者
一
覧
』
（
月
刊
浪
曲
編
集
部
一
九
八
六
年
四
月
一
一
⑩
「
遠
州
の
小
京
都
ｌ
『
森
町
一
と
「
森
の
石
松
』
」

⑳
芝
清
之
編
『
浪
花
節
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
出
演
者
及
び
一
（
『
Ｎ
Ｅ
Ｏ
ば
ん
ぷ
き
ん
」
一
一
○
○
七
年
十
一
月
号
、
ば
ん

演
題
一
覧
」
（
月
刊
浪
曲
編
集
部
一
九
八
六
年
六
月
）
一
ぷ
き
ん
出
版
磐
田
編
集
部
）
、
の
ち
小
林
佳
弘
編
『
静
岡
県

⑭
橋
本
勝
三
郎
「
「
森
の
石
松
」
の
世
界
』
（
新
潮
社
一
一
内
「
信
州
街
道
」
塩
の
道
今
昔
物
語
』
（
遊
行
塾
二

九
八
九
年
）

一
○
一
○
年
）
に
収
録

⑳
芝
清
之
『
日
本
浪
曲
大
全
集
』
（
月
刊
浪
曲
編
集
部
一

⑳
戸
羽
山
瀦
「
清
水
次
郎
長
正
伝
」
（
利
根
書
房
一
九
一
我
が
家
の
居
間
の
鴨
居
に
縦
二
十
四
セ
ン
チ
、
横
百
五
一
私
の
生
き
方
は
こ
う
い
う
も
の
の
中
に
は
な
い
」
と
い
う

六
○
年
）
一
十
セ
ン
チ
の
扇
額
が
か
か
っ
て
い
る
。
山
岡
鉄
舟
が
次
郎
一
も
の
で
、
こ
れ
は
鉄
舟
が
次
郎
長
に
与
え
た
人
生
の
指
針

⑳
吉
川
義
雄
編
、
安
藤
鶴
夫
監
修
「
講
談
名
作
全
集
」
第
一
長
に
与
え
た
と
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
こ
に
は
「
酒
女
一
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
内
容
は
、
日
蓮
宗
の
僧
侶

一
巻
（
普
通
社
一
九
六
一
年
）
神
田
ろ
山
「
男
は
次
郎
一
富
貴
は
だ
れ
も
み
ん
な
す
き
我
（
わ
が
）
た
の
し
み
は
一
の
研
修
会
等
で
高
僧
が
説
教
の
な
か
で
も
た
び
た
び
引
用

長
」
一
一
一
巻
神
田
伯
山
「
関
東
七
人
男
抄
」

一
此
内
（
こ
の
う
ち
）
で
な
し
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
右
側
一
さ
れ
た
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。

⑭
正
岡
容
『
日
本
浪
曲
史
』
（
南
北
社
一
九
六
八
年
）
一
に
酒
の
徳
利
と
ぐ
い
呑
み
、
女
性
の
櫛
、
穴
あ
き
銭
の
絵
一
で
は
、
な
ぜ
こ
の
一
局
額
が
わ
が
山
本
家
に
あ
る
か
と
い

⑮
正
岡
容
「
定
本
日
本
浪
曲
史
』
（
岩
波
書
店
一
一
○
○
一
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
な
か
な
か
酒
落
た
扇
額
で
あ
る
。
一
う
と
、
次
郎
長
と
一
一
一
代
目
お
ち
よ
う
の
孫
で
あ
る
入
谷
鱗

九
年
）
｜
こ
の
扇
額
に
つ
い
て
は
田
口
会
長
補
佐
に
平
成
十
七
年
一
助
（
一
一
一
代
目
お
ち
よ
う
の
前
夫
の
子
で
あ
る
「
入
谷
清
太

⑳
中
沢
正
「
考
証
東
海
遊
侠
伝
』
（
雄
山
閣
出
版
一
九
一
八
月
、
船
宿
「
末
広
」
で
ご
披
露
し
て
い
た
だ
い
た
。
一
郎
」
と
お
ち
よ
う
の
姪
で
あ
る
「
は
る
」
と
の
間
の
長
男
）

七
一
一
一
年
）
一
意
味
は
「
酒
や
遊
興
、
裕
福
な
生
活
は
誰
も
が
望
む
が
一
に
私
の
祖
父
の
妹
「
恒
」
が
嫁
い
で
お
り
、
そ
の
関
係
で
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悪
、

何
か
の
縁
で
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
我
が
家
は
徳
川
家
康
か
ら

特
権
を
与
え
ら
れ
た
清
水
湊
四
十
二
軒

の
廻
船
問
屋
の
一
軒
と
し
て
本
町
に
「
山

本
屋
清
右
衛
門
」
と
し
て
幕
末
ま
で
続
い

て
い
た
。

そ
し
て
幕
末
か
ら
明
治
初
め
に
か
け

て
の
次
郎
長
の
庇
護
者
は
同
じ
廻
船
問

屋
の
「
松
本
屋
平
右
衛
門
」
で
あ
っ
た
。

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
生
ま
れ
だ
が
金

融
経
済
の
変
革
の
犠
牲
と
な
り
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）
わ
ず
か
四
十
歳
で
こ
の

世
を
去
っ
た
。
（
「
松
本
屋
平
右
術
門
」
に

つ
い
て
は
多
喜
義
郎
氏
の
「
し
み
ず
の

溌舞録J蕊
ｉ
‐
測舎

＃

吠
数
》
１
録

■
”
‐
苧

ｖ
寂
《
、
》
や
：

昔
」
や
田
口
会
長
補
佐
の
書
物
な
ど
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
）

こ
の
「
松
本
屋
」
の
店
は
わ
が
山
本
家
と
妙
生
寺
と
の

ち
ょ
う
ど
真
向
か
い
に
あ
っ
た
。

私
の
祖
父
で
あ
る
量
平
や
父
の
房
之
助
か
ら
の
伝
承

で
は
、
次
郎
長
は
松
本
屋
へ
訪
れ
る
行
き
帰
り
に
我
が
家

に
も
よ
く
寄
っ
て
曽
祖
父
の
情
五
郎
と
お
し
ゃ
べ
り
を

し
て
い
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
（
こ
う
い
う
関
係
が
前
述
の

通
り
「
恒
」
が
次
郎
長
の
孫
に
嫁
入
り
し
た
伏
線
で
あ
ろ

う
か
）こ

の
辺
の
話
は
戸
田
書
店
発
行
の
季
刊
「
清
水
」
（
塑

号
）
に
私
の
祖
父
量
平
や
父
房
之
助
が
情
五
郎
か
ら
聞
い

た
話
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

貢
次
郎
長
は
）
背
丈
は
高
く
な
か
っ
た
が
、
肩
幅
が
広
く

が
っ
ち
り
し
た
体
格
で
、
腕
は
樫
の
棒
の
よ
う
に
堅
く
、

頬
骨
が
出
っ
張
っ
た
顔
つ
き
を
し
て
い
た
。
眉
毛
が
う

す
く
て
目
が
細
か
っ
た
の
で
、
笑
う
と
目
が
一
文
字
に

な
っ
て
お
婆
さ
ん
の
よ
う
な
顔
に
な
っ
た
。
年
中
め
く

ら
縞
（
濃
紺
の
無
地
）
の
着
物
に
焦
げ
茶
色
の
帯
、
腰
に

手
拭
い
を
ぶ
ら
さ
げ
て
冬
で
も
素
足
に
わ
ら
草
履
を

突
っ
か
け
、
浅
黄
色
の
股
引
を
は
い
て
い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
酒
を
飲
ま
な
い
く
せ
に
酒
商
売

の
情
五
郎
と
は
気
が
合
っ
て
店
を
通
る
時
に
は
「
清
五
どマ

マ

ん
、
い
る
か
イ
。
お
茶
を
い
っ
ぱ
い
ご
ち
そ
う
に
な
ら
ず

か
」
と
い
っ
て
入
っ
て
き
て
、
析
酒
で
一
杯
や
っ
て
い
る

客
の
仲
間
入
り
を
し
て
話
し
込
む
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
。
ど
ん
な
時
で
も
若
い
頃
の
話
は
し
た
が
ら
な

か
っ
た
が
、
興
が
乗
る
と
「
そ
ん
時
、
オ
レ
が
刀
を
さ
っ

と
抜
い
て
な
ァ
」
と
身
構
え
る
と
今
ま
で
笑
っ
て
い
た
顔

に
一
瞬
殺
気
が
み
な
ぎ
り
、
目
が
ら
ん
ら
ん
と
輝
い
て
、

周
り
の
飲
兵
衛
た
ち
は
思
わ
ず
盃
を
置
い
て
見
守
っ
た

も
の
だ
と
い
う
。
「
斬
り
合
い
の
場
合
、
胴
か
ら
上
は
そ

う
簡
単
に
斬
れ
る
も
ん
じ
ゃ
あ
な
い
。
み
ぞ
お
ち
を
ね

ら
っ
て
思
い
き
っ
た
突
き
を
い
れ
る
か
、
又
は
刀
を
ふ
り

か
ぶ
っ
て
肩
を
斬
る
ふ
り
を
見
せ
て
、
さ
っ
と
向
こ
う
腔

を
ひ
と
薙
ぎ
す
り
や
あ
、
相
手
の
奴
は
造
作
な
く
ぶ
つ
倒

れ
た
よ
」
と
は
次
郎
長
の
語
り
ｏ
』

最
後
に
前
述
の
入
谷
麟
助
と
恒
の
間
に
は
啓
一
、
篤
治

と
い
う
二
人
の
息
子
が
あ
っ
た
が
残
念
な
が
ら
啓
一
は

昭
和
二
十
年
三
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
レ
イ
テ
島
で
戦
死
（
陸
軍

大
尉
）
、
ま
た
篤
治
も
昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日
（
終
戦
の

翌
日
）
に
高
知
県
沖
で
海
軍
震
洋
隊
（
特
攻
隊
）
の
不
慮

の
爆
発
事
故
で
戦
死
（
海
軍
中
尉
）
し
た
。

こ
の
二
人
が
侃
用
し
た
軍
刀
は
次
郎
長
の
愛
用
し
た

ど
す

長
脇
差
か
ら
捕
え
た
も
の
だ
と
聞
い
て
い
る
。
（
運
営
委
員
）

秋の一泊旅行は石和温泉

・黒駒勝蔵と友好親善の旅

日時：平成22年１１月23日、２４日

行先：山梨県笛吹市・黒駒勝蔵碑

県立博物館など

宿泊：石和温泉・ホテル八田

参加費：２９，０００円

勝
蔵
の
肖
像

露尋

次郎長生涯のライバルだった黒駒勝蔵。

怨讐はすでに150年の歳月の中に流れ

去っています。ご子孫や地元山梨県の

方がたと親睦をはかりながら、名勝や

旧蹟をたずねます。


